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研究成果の概要（和文）：本研究では，ブレードコンピュータを用いた高密度・高性能計算

機群上に専門教育で必要なコンピュータベースの実習環境を仮想計算機として実現するこ

とにより，様々な専門教育現場において多数の教員・学生が低コストかつオーダーメード

で利用できる「仮想コンピュータ実験室 VCL 基盤」の構築を目的として，(1) VCL 基盤

の構成・運用，(2)教育現場での利活用，(3) VCL 基盤の応用展開，の 3 つの軸から「クラ

ウド型専門教育実習環境とその応用」に関する研究開発を行った． 
 
研究成果の概要（英文）：This research aims to develop the infrastructure of Virtual 
Computing Laboratory (VCL) used as a computer-based exercise environment for a 
various type of discipline specific education by using virtual machines on top of a 
cluster of blade servers. We had approached this through the following three 
directions: (1) development and operations of VCL infrastructure, (2) the use of real 
teaching and learning classes, and (3) applications of VCL infrastructure, to realize 
cloud-type computer lab for discipline-specific education. 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2010 年度 5,000,000	
 1,500,000	
 6,500,000	
 

2011 年度 5,600,000	
 1,680,000	
 7,280,000	
 

2012 年度 3,000,000	
 900,000	
 3,900,000	
 

総	
 計 13,600,000	
 4,080,000	
 17,680,000	
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科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：クラウドコンピューティング，e ラーニング，オープンソース 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 教育・研究での情報技術の活用が進みつ

つある現在，教務システムやコース管理シ

ステム，大学ポータル等の各種「機関アプ

リケーション」や，千台規模の教育用端末

で構成される「情報教育基盤システム」，ス

ーパーコンピュータなどの「ハイパフォー

マンスコンピューティング (HPC)」など，

大学としては様々な情報サービスのための

計算機リソースが必要になってきている．
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その結果，これらの維持・管理コストが増

大し，対応要員の確保や再教育が必要にな

ってきている．特に，教育用端末群を用い

た実習型教育においては，Mathematica 
や Maple, Matlab 等の数式処理・数値計

算・シミュレーション用ソフトウェアや 
AutoCAD 等の  CAD ソフトウェアなど

の特殊アプリケーションの利用が広がり，

その管理・運用が複雑化している．また，

大学が整備できる教育用端末台数の限界か

ら，学生所有の PC を利用する場合も増え

てきているが，実習に必要な環境を等しく

構築し運用することは，「対象人数多さ」「不

揃いな機種・環境」「ライセンス問題」など

のためスケーラビリティがない． 
 
２．研究の目的 
  本研究では，CPU やメモリ，ディスク

など主要な部品が集積されたブレード基盤

を複数搭載可能なブレードコンピュータ上

に，コンピュータベースの実習環境を仮想

計算機として実現することにより，様々な

専門教育現場において多数の教員・学生が

低コストかつオーダーメードで利用できる

「VCL 基盤」を構築する． 
 
３．研究の方法 
	
 本研究では，名古屋大学の情報サービス

に関する中心組織である情報連携統括本部

および VCL の構築・運用をすでに行って

いる  NCSU との強力な連携の下， (1) 
VCL 基盤の構築・運用，(2) 情報科学，工

学，化学，生物学，数学の教育現場での利

活用，(3) VCL 基盤の応用展開，の 3 つの

軸それぞれに沿って段階的に研究を推進す

る． 
	
 
４．研究成果	
 

①	
 3 層アーキテクチャを有するクラウド

型大学情報基盤へのパラダイムシフト

が起こりつつある現状を「統合化」の

観点から明確に示した． 
②	
 2010年 9月 29日にNCSU の Mladen 

Vouk 教授を招聘し，名古屋大学にお

いてキックオフシンポジウムを開催す

るとともに，2 度の NCSU 訪問を通じ

て技術交流を深めた． 
③	
 NCSU と同じ機器構成での VCL 基

盤を構築することにより，システムの

迅速な立ち上げを目指したが，NCSU 
が運用している IBM BladeCenter 用
のプロビジョニングエンジン  xCAT 
でのシステム立ち上げは予想以上に困

難を極めたため，新たに導入された 
VMWare 環境による実装に切り替え

た．これにより，30 台(120 コア) 規模

のブレードサーバを用いた VCL 環境

が稼働した． 
④	
 教育現場での利活用に関しては，オー

プンソース・オープンコンテンツを中

心に，実際の教育現場での利活用の可

能性を検討するとともに実習計画書を

作成し，それに沿った準備を進めた． 
⑤	
 各大学において今後必要とされる大規

模仮想化計算機リソースの構築・運

用・利用管理のための技術基盤の研究

開発を行うことにより，教育研究支援

のためのクラウド環境（アカデミック

クラウド環境）の研究開発・運用及び

人材育成を東海地区の国立大学情報基

盤センターが連携して行う東海アカデ

ミッククラウド共同研究拠点の形成を

推進した 
⑥	
 3 つの軸に沿った各研究の成果をとり

まとめるため，(1) 計算機リソース基盤，

(2) VCL 基盤，(3) 貸出仮想計算機，(4) 
アクセス手段，の 4 つの技術的なレイ

ヤと (a) 管理者支援，(b) 利用者支援



の 2 つの支援体制に沿って VCL サー

ビスの提供に必要なコンポーネントを

分解した VCL サービス階層モデルを

導入した．  
⑦	
 成果を社会に発信するための公開シン

ポジウムを 2013 年 3 月 21 日に名古屋

大学情報基盤センターにて開催し，九

州大学における VCL の取り組みと対

比しながら VCL によるクラウド型専

門教育実習環境の今後について議論を

深めた．特に，実習用仮想計算機環境

を科目ごと・担当教員ごとに準備して

いては開発・保守コストが非常に高く

なってしまうため，仮想計算機イメー

ジのコミュニティでの共有化の必要性

が認識された． 
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